
 2023  

日  程：10 月 7 日（土）～11 月 5 日（日） 9:00～19:00（10 月 18 日（水） 休館） 

会  場：埼玉会館（隣接広場エスプラナード）さいたま市浦和区高砂 3-1-4 

出品作家：石上城行、尾形勝義、香月人美、高島芳幸、髙田芳樹、田中千鶴子、中村幸子、橋本真之、 

細川麻実子、本多真理子、松枝美奈子、むー村井知之、柳井嗣雄  

参 加 費：無料 

内   容：埼玉会館のご協力を得て期間 30 日間、埼玉県在住の美術家を含む美術芸術作家、13 名の作家が、

建築と大気、市民のエネルギー溢れる街中のこの空間の中で、展示、表現される芸術祭。 

詳細については exhibition - 創発 in さいたま - さいたま国際芸術祭 2023 市民プロジェクト (sohatsu.art) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日   程：10 月 7 日（土）～12 月 10 日（日） （日・火～木）10:00-18:00 

                      （金・土）10:00～20:00 

                      ※月曜 休館（祝日の場合は開館、翌日休館） 

会   場：メイン会場（旧市民会館大宮）さいたま市大宮区下町 3-47-8  

作   家：川島拓人（編集者/クリエイティブディレクター） 

参 加 費：チケット制 

内   容：2015 年にクリエイティブエージェンシー「kontakt（コンタクト）」を設立。以降、国内外の

ファッションブランドなどの広告を手掛けながら、2017 年にインタビュー誌『PARTNERS（パ

ートナーズ）』を刊行。本芸術祭では、複数の写真家やさいたま市の小学生（埼玉大学教育学部

附属小学校 4 学年児童）と共に、市内で生活する人々を撮影する「ポートレイト・プロジェク

ト」、メイン会場で展開する“ファッションショー”を企画。 

詳細については 芸術祭について (artsaitama.jp) 



SACP2023  

日   程：10 月.7 日（土）～12 月 10 日（日） 10:00-20:00 

会   場：大宮区役所（氷川の杜ひろば）さいたま市大宮区吉敷町 1-124-1 

作   家：浅見俊哉（写真作家）＋石上城行（彫刻家） 

参 加 費：無料 

内   容：さいたまアーツセンタープロジェクト（SACP）の拠点「SACP BASE」において、プロジェクト

の概要と SACP TEAM の浅見俊哉と石上城行の作品展示を展開。 

詳細については 【SACP2023＊】１：SACP2023＊展覧会プログラム：『BODY PRINT ACTION 2023』ー

わたしとあなたー』浅見俊哉＋『土地の記憶ー歌を詠む者』ー石上城行＠Arts Center １：SACP BASE（氷川

の杜ひろば）ー｜さいたま国際芸術祭 2023 (artsaitama.jp) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日   程：10 月 8 日（日） 15:00-15:30 

会   場：メイン会場（旧市民会館大宮・大ホール）さいたま市大宮区下町 3-47-8  

演   奏：埼玉大学吹奏楽部 

参 加 費：公演の鑑賞料は、メイン会場入館チケットに含まれています 。 

内   容：2022 年、創部 60 年を迎えた埼玉大学吹奏楽部によるミニコンサートを開催。大学 1 年生から大学

院生まで総勢 80 名在籍の吹奏楽部が、大学生らしい個性豊かな音楽公演を届ける。 

詳細については 【メイン会場・大ホールで市民文化団体が公演】埼玉大学吹奏楽部 ミニコンサート｜さい

たま国際芸術祭 2023 (artsaitama.jp) 

 

 

日  程：10 月 11 日(水)発行の埼玉新聞紙面に掲載予定 

内   容: 芸術祭を報道するために集まった特任記者（埼玉大学教育学部附属中学校生徒）が展覧会プログラ

ムを取材し、埼玉新聞に記事を掲載します。 

構  成：吉田俊一（埼玉新聞） 

詳細については PR・Record - 創発 in さいたま - さいたま国際芸術祭 2023 市民プロジェクト (sohatsu.art) 



   

日  程：10 月 21 日(土) 11:00～13:40／13:00～14:40／14:00～15:40 

10 月 22 日(日) 11:00～13:40／13:00～14:40／14:00～15:40 

会  場：埼玉大学 教育学部コモ 1 号館 1F （ さいたま市桜区下大久保 255） 

作品構想：佐藤時啓（写真家） 

バス設営：三友周太（アーティスト） 

構  成：石上城行（彫刻家） 

ワークショップ運営：埼玉大学学生、東京藝術大学学生 

参 加 費：無料（要予約 10 月 3 日（火）10:00 より受付開始） 

内   容：不思議なカメラ空間を体験できる観光バスの運行とワークショップの実施。 

詳細については event - 創発 in さいたま - さいたま国際芸術祭 2023 市民プロジェクト (sohatsu.art) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日   程：10 月 21 日（土）、22 日（日） 

会   場：NHK さいたま放送局 さいたま市浦和区常盤 6-1-21 

内  容：番組美術セットの廃材を活用した子ども向けワークショップ。 

     大学生も子どもたちの作品制作のファシリテーター・共同制作者として参加 

参 加 費：無料 ※募集は終了いたしました。 

作品展示： ワークショップで制作された作品は NHK さいたま放送局にロビーに展示されます。 

      ※展示期間詳細未定 

      入場自由 ＜開館時間 月～金（祝日除く） 9：30～18：00＞ 

協  力：埼大学生広報サポーター 

詳細についてはテレビのカケラでなにつくる？｜さいたま国際芸術祭 2023 (artsaitama.jp) 



   

日   程：10 月 29 日（日） 展示 12:00-17:00／トーク 13:00～14:00 

会   場：ヒアシンスハウス（別所沼公園内）さいたま市南区別所 4-12-10 

制   作：埼玉大学教育学部付属小学校 6 学年児童 

講   師：元木孝美（彫刻家） 

参 加 費：無料 

内   容：元木氏の作品を鑑賞して触発された子供たちが制作したアルミの造形物を公園に配置することで、 

その周辺がどのように変化するか体験する。 

詳細については event - 創発 in さいたま - さいたま国際芸術祭 2023 市民プロジェクト (sohatsu.art) 

 

 


